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“地球環境危機”
⼈類⽂明を⽀えた地球システムの安定とレジリエンスが、
永久に失われる臨界点が迫っている。
 完新世から⼈新世へ
 地球システムとプラネタリー・バウンダリー
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過去 10 万年間の気温変動

⼈類⽂明は、直近約1.2万年の「完新世」の地球システムの安定に依存
完新世(Holocene)から、⼈新世（Anthropocene)へ

完新世という楽園
 約11,700年前以降の間氷期、例外的に温暖で安定した地球環境
 ⼈類は、初めて農業を基盤に⼈⼝を増やし、⽂明を発展させた。⼈類⽂明は、完新世しか知らない。

Source: Johan Rockstrom and Mattias Klum, 2015, Big World Small Planet
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⼈新世をもたらした“The Great Acceleration”の巨⼤な環境負荷

それによる地球への負荷の急加速⼈類の活動の急加速

 20世紀半ば、⼈間活動の加速が完新世を終らせ、⼈新世 (Anthropocene)が到来。
 ⼈間こそが、地球環境の運命を決める⼒。地球環境はもう与件ではない。

Will Steffen et al.
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The trajectory of the Anthropocene: The Great Acceleration (Anthropocene Review) 15 January 2015.



Global leaders consider Extreme Weather as looming risks in the last decade

(source) Global Risks 
Report 
by World Economic Forum 



臨界点ドミノ倒しのスイッチが⼊りつつある
地球システムを不可逆的に変える「正のフィードバック」の連鎖

日本語版Newsweek 2018/9/18



1950 Current

Planetary Boundaries
主要な地球のサブ・システムの臨界点(Tipping Point)が迫っている

⾚︓⽣物多様性、窒素・リン循環
⻩︓気候変動、⼟地利⽤変化、

 地球の安定性を維持する9の最重要プロセスを特定
 「安定的な地球で⼈類が安全に活動できる範囲」＝「不可

逆的移⾏への転換点（Tipping Point）に⾄らない範囲」
を各プロセスについて科学的に定義・定量化 Steffen et al. 2015 / Image： Globaia



Hothouse Earth（地球の温室化）のリスク

ホットハウス・アースの影響は、甚⼤、突然、壊滅的…
強化フィードバックの連鎖（南北の氷床の融解、アマゾン熱帯⾬林などのサバンナ化、⾼緯度の永久凍⼟の融解）
 4〜5℃の温暖化、過去120万年で最⾼の気温レベル
海⾯は10〜60メートル上昇
地球の⼀部は⼈が住めない状態に
⼈間によるコントロールはもはや不能となり、地球システムに運命を委ねることに。

2℃上昇で温暖化フィードバックが作動、4〜5℃の温暖化へ「不可逆な道」

Trajectories of the Earth System in the 
Anthropocene. Will Steffen et al. Proceedings of 
the National Academy of Sciences (USA) 2018



2030年を経て、2050年へ
社会・経済システム転換は不可避

地球を守るには、巨⼤な環境負荷を⽣み続ける社会・
経済システムの根本的な転換しかない。
 システム転換を軌道に乗せる期限は、あと10年
 エネルギー、⾷料、⽣産・消費、都市の転換
 それを可能にする社会の仕組み・要素の転換
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持続的に発展する経済

包摂的な社会

安定した地球

 持続可能性︓地球システム安定の基盤に⽴った、社会・経済ニーズの充⾜
 Global Commons StewardshipによるSDGsの達成︓安定した地球と

いう基礎を固め、社会・経済ニーズを充⾜する社会・経済システムの転換

SDGsから2050年へ︓持続可能な地球・社会・経済

Global
Commons

Stewardship

(出所) Stockholm Resilience Center
SDGs Wedding Cake より⼀部修正

社会・経済
システム
の転換

⼈新世︓地球が社会・経済を規定し、
社会・経済が地球を規定する。



社会・経済システム転換の
Pathways

持続可能性
のレベル

Year
2030 20502040

2030年から2050年へ︓持続可能性の確保
地球環境の制約内で、社会・経済ニーズを満たす

2020

2050年
持続可能性の達成︓

プラネタリーバウンダリーの範囲内で、
SDGsを達成

(出所) The World in 2050 ⼀部修正
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IIASA : The World in 2050
エネルギー、⾷料、⽣産消費、都市、デジタル⾰命、⼈類社会の発展

(出所) The World in 2050 12
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（出所）Completing the Picture How the Circular Economy 
Tackles Climate Change; Ellen Macarthur Foundation 

サーキュラー・エコノミー導⼊によるGHG削減効果

脱炭素化も、⾷料システム転換とサーキュラー・エコノミーが鍵
1.5℃⽬標達成のために、農業のCO2排出は、
100億⼈を養いつつ50億トンに抑える必要。

（出所）EAT : Diets for a Better Future



14（出所）Completing the Picture How the Circular Economy Tackles Climate Change; Ellen Macarthur Foundation 

What is Circular Economy?

サーキュラー・エコノミー化で、すべてが多層に循環する
モノとエネルギーが、ローカルからグローバルまで循環する

枯渇する資源の循環
化⽯燃料、鉱物資源等

再⽣可能な資源の循環
有機的・⽣物的な資源

様々な階層・規模の循環
原料〜製品、ローカル〜グローバル
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Safeguarding our Global Commons (1)
社会・経済の主要分野におけるシステム転換

(出所) WRI – Safeguarding our 
Global Commons



Safeguarding our Global Commons (2)
社会・経済横断的なシステム転換
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(出所) WRI – Safeguarding our 

Global Commons



Safeguarding our Global Commons (3)
システム転換を引き起こす社会的諸要素（Ingredients）
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(出所) WRI – Safeguarding our 

Global Commons

⾏動変容と
社会の基準

政策と
組織・制度

イノベーション

転換の
リーダーシップ



各国の状況
“排出量ベースで63%に相当する国がNetZeroを宣⾔”
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１２８か国がNet‐zeroを法制
化・宣⾔または検討しており、
これは、全GHG排出量の63％に
相当する。

＋９８か国がターゲット検討中



Delivering Net Zero

• Major investment programme, delivering offsetting 
operating cost savings

Source: CCC analysis.

Investing for Net Zero



Source：Energy Transitions Commission 



21

Note: sectors sized 
according to 2019 
emissions impact
Source: SYSTEMIQ 
analysis; CO2e emissions 
breakdown informed by 
International Energy 
Agency, Energy 
Transitions Commission; 
Food and Land Use 
Coalition; World 
Resources Institute; 
Climate Watch.

アイデア
段階

実⽤化⽅法
の開発段階

⼩規模な
市場

⼤規模な
市場 市場の成熟 将来予測

⼤規模市場段階
以上の割合

世界市場で、脱炭素化のシステム転換が進む
10年後には、70%の炭素排出分野で脱炭素化が主流に



グローバル・コモンズ・スチュワードシップ
 東京⼤学の全学的取り組み（未来社会協創イニシ

アティブ）
 グローバル・コモンズ・センターの設⽴
 国際連携を重視（海外研究機関、アライアンス等）

ビジネス・政策と連携し
⽇本の経済・産業転換の共通戦略として提供。

国際的な構造変⾰の潮流を理解し
必要な道筋を協創。
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Global Commons Stewardship の体系的展開
ビジネス他のステークホルダーと連携し、経済・産業の転換を協創する

Overall 
Coordi‐
nation 

 Global Commons
Stewardshipの実現へ社会を
駆動する

Framing
+

Cyber

 GCSの統合的概念と枠組みの
提⽰

 GCSを促進するサイバー空間の
あり⽅の提⽰

Index
 Global Commonsへの貢献

（カギとなる環境負荷の増
減）の指標化・評価・⽐較
（まず国レベル）

Modeling
 2030年を経て2050年へ、GCS

を実現する社会・経済システム
転換の道筋をモデル化・提⽰

Govern‐
ance

 GCSの実践状況をモニター、多
様なステークホルダーの国際連
携(Multi‐stakeholder 
coalition)による実践を提⾔

Johan Rockstrom

Jeremy Oppenheim

Guido 
Schmidt‐traub

Naoko Ishii
Director of CGC

Andrew Steer
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GCS Modules (GCS‐M)

Module 1
形態︓共同研

究、連携講座など

学内連携
外部連携

テーマ

Module 2
形態︓共同研究、

連携講座など

学内連携
外部連携

テーマ

Module 3
形態︓共同研

究、連携講座など

学内連携
外部連携

テーマ

テーマ
 社会・経済システム転換の各要素または

Cross Cuttingなテーマ設定
エネルギー、⾷料、⽣産/消費、都市

ガバナンス、政策/制度、⾦融、科学技術・データ
⼈々、リーダーシップ、⼈類の協調⾏動

 相互に関連しシステム転換の統合的道筋を⽰す

…

学内連携
 東⼤内の知的蓄積の動員
 ⾃然科学、社会・⼈⽂科学

外部連携（国内、国際）
 ⽇本の企業・政府・研究機関とパートナーシップ

を組み、システム転換を実践
 国際的な潮流を把握し変⾰の流れを協創

GCS Framework with Index (GCS‐F)

実
践
的
な
知
へ
の
展
開



Global Commons Stewardship “Index”

Index策
定

とりまとめ

24

社会・経済システム転換を駆動するための戦略的枠組み

第2回東京フォーラムで公表したPilot版
https://ifi.u-tokyo.ac.jp/en/news/8188/ 24



東京フォーラム 2020
“Global Commons Stewardship in the Anthropocene”

世界のサステナビリティ・リーダーたちが、グローバル・コモンズ・スチュワードシップ
を⾼く評価し、東⼤のリーダーシップへの期待を表明。
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